
「†「「：：∴
∴＼ 鉦、・軸・さ �ー1㌦／ 　Jく”ご　　　　ii↑　　　　　事料で1TB’“’’∴∴Tl覆す 

へこ∴　当／、㍉i聖 ���� 

∴　場ト＿ �����蓮賢三一、芋茎±垂 
「 �＼∴．1　∴誓∴ ii宙 ������毅蕩毒霊三三箋 1置 

；「、　　∴イ　｝ ����� ��　重き三三妻妾 、‾二二三＿‾i 

iミニ・′揺 ��主立「、隻語 ���二義で 
r　　　　　　鎧‾ 　触ら∴∴一一一一妻子一撃、言二：造園 

・15‾i二．＿・・、謀孝一 �∴、∵ ∴∴∴ ��手誓 ‾‾キ ミ喜 、ご： �寒＿・ ”A‘、∴二 車重 �緊 �率‾一 ∴；ヽ 一一‾●●－●← � �‾一・一i0．－　　　‾ 

如 葦ゝ �底地鶉玩弄読 幻話孟ゝLZ劫楊 ノベ： �‾と耽ソ青土・‘ 

ウシ “L �L坑　　／努 

1－・籠意 
（ヽ �擁孫帆研棲Iのパ十 観 望ク �海“親し 到賦勘態 



まごつlL裏窓GかIヾ値毎胎八、号一心遠

泳掛合、駄涌く恥駁艶営、何時飼膚Ie、喧嘩
やl通しやことOasaと

冬、事がむ鎚、卦縛を「ミ上しバーか拾い人と、ひび、烏
こね玖さもも

熊畿専蕊謙諌早鵬
遭く鳴くLI高地患い掴鵬打出し、満船甘め魯魚
求1ミ怯む逆心隙きものも塗もも

Iヾ個割増主軸、周航再訪



／ヾnIは単糖語勧まれみないみそ仇は屯こ人鶴亀通い無職と専′）、刈こなムせ1時

埋技術は構」穂迫的釦穏観七才電ヲ律色黒3．色々の缶切貴をi見な．さらに自分のイ多
軸はすき8日）堆鵜は懸け積り、めIこI3霊鳥のよ封こ．馬lこは色合の伯冷め的
走りさしたりする．こんな1叢など．幸んで一生っ5倍あう．

ク施々在天イりき窺ん辞表zIこ帝．乙九、にパイク水棲Ltク〟々ざ帰．Z行iく．それを
レし・だろう．准軸拭．会田各地とトラかクの動きから絵的近，そし3分、恵の外を成

い3と．「亀．ここ人イ砂・乞りtaJと．軌患う．玉とっのめ3やみ館コーナーも虚かsIこして
己勿鵜桝書付と竜なし・ことなみ．人イりごま如き・．指のさ統一させjtと．ノヾ上りよさ3こと．

ええ．ナlころを人外3こと．アクeILケの7．まで小さで－）なみ合駒け3こと．．－どう蛮韮な・に

行くのなど．単捻3秒劫Iこすぎないそんな錯簡と・丸果し・に察し身たし、。

確聞弱敵．思うことかお．布－すこんなことや、そんなiミ、．、．壷の田並亀虫と
何香キ0．けだ3し・青学斉と＜Iレメット仁方つlナら重た勤しで・無息かまき．自販機
のせ㌧たらし・コーヒーを蝕んで‘13・察し気色．括勧冷たさと小確したを毛糸喧
しと息9．垂豊前と烏，2人，た転送．そ．食止あぐ，て心〔小作して土色便＝こな－、遣鳥・けど

地先と太めの方向劇で主命0tUクー上靴。要のふ．も，と気がふし壷から山のもへ
行、な4割こ乱読曾雷電が泉i守高さ遼l嘗多のよ封こ知‘ない也と．．たた当）省
いた㊥出ず再び忠霊I＝会，そ．石本等ヒ～宅なく土砂倖りの雄鳥速も。

「お42、こん13ことや、iん筒・さも．、．．．

も智美を　joは．「なんすごん禽ことや㌧んんにう．と居た丸ま3人が、、∪3．

拙邸鰯ク誘血

解離舶・ふ彊鵬秘Zか商



、．亀， 

e l ∴∴ 

′ 1 � �3㌧VITwT百g 

′ �融噂 
膨汚三三蚕卒‾融宰∴∴1盈東沖 

禦襲撃聖上～？齢面詰．埴 ������研一に 
韓競輪か金婚的魚語犯。．． 電整至妙＋安和 

銘的31萄約滴拓的一身窮地、一〇 

嘉離誓型醸欝讃薗 

・÷ ＼‾： 

十∴∴∴蕊∴ ／● 　　●′Yl ����5時相沢 ○○ �聾． � 

笥I �．苧響 �墓 ．1：コ 
さこr �� ��圏忠 �．均しイ �‘三五㌧ 

．疫 

一驚輩増野高所・碕対の ����塵堕返上 

コクヨ　　　　　　　44×31） 

／



蟻擬

コクヨ　コヒー25D（44×31）



コクヨ　コヒー25D（44×31）



N°

郵肺肝塙の対セージ匂わ紛らを選修武）

49レ窮αG力布ロイか敵壷や．セ世・・・

繋襲議譲撥露議
紫巾男

誌帯措譜閉
業雑喜怒諭す

悲観擬擬態驚慧
鶉讃翳翳韻そ多能担バラせる

議臨機灘義務
斎譲擬繰繍薗

籍琵霧
イケし・手エア、ソ一時ク

凝翳鷺「ユし、つが尉＆（こなし、レ・・」と昌をなつ季久し、の出

札。
コテ・自毎回印b・Xti土的鮮一命句Iえをしなや？召す）

コクヨ　コヒー25D（44×31）



知れ依摘ワニ本社ト

≪梢的糊臓動詞醤　鯵射

護馨撥親鶏欝
の昭一‘ニ総揚・∴詫言鴛誌誌聾・共辞と給誼モ

欝議欝藍潔置誘能率

紹館鶴野勢癌拙料
41）の尊い駿－1廻しにLZ千二し、○

欝鶉灘繰擬
掬摺詑詭輯

葦灘離籍繹：

のワネ′再茶事政経晴に・

豊魂欝、掌勧

疫ッ　水●釆

妙手直　之と′、捗“寸心鍔17年鰯

肇恕雑揮雛形
。露籍論纂蒜棚印．

序孝琶しなエソジ云乱、I万場承句VZlヾI

コクヨ　コヒーZSD（44×3†）



華灘護

コクヨ　コヒー2SD（44×31）



鯛捕物と謙趨帝壷甥II（高ワ） �e 

隼霧凋藍高説本間噂弘 

壷一葉∴藷謹畢調鵜 
b舟りトーし 

粂⇒叡短軸♭の細レ 抄 的Hレ 

言㍊窮懸ま搬霧・：7Iニ釦Z・三掘り‾ 

、鎧 　　　ノ ，＿lT l 

垣専ら日誌痘忠 



／W＼、／へ／へ／tィ

蒔陶瞭軸帝諒、心霊ノ主
ヽ　　　ノヽ　　　／＼　　　　　ノへ　　　　ノー雪、∠一㌦／＼／へ、ノ／へシバ＼ノ＼／＼J

噂姉舗二締る轡襲塞竣塞嚢豊選の
鮮遼鮭か囲め捉重　　　　　　　　義

端部か琵さもの碑鵜、彩や∴盈仁の諒嶋函
つ稿と指躯纏袈儀の軸スパキス。

清雄亙し　霧か一缶でし当寺か、3号稿、牛車年生遼中生

を嬢とつぶ五つや三宮に部下か、巌や棚や3蝉みね和様鉦

衝
一軒も蓮

迫盛典阜垂塞躍連 戦／ii繋護憲薬膳 　　　　　「 
J 

＿＿■重な富雄葉節電魅pEe＿－．iii，。， 

↑
轍
－
嘉
子
甲
立
直
線

園



≪軒恥高利、ソ曲調溺）≫
H・P・O

qIYで引・γト

冨籍と黍
浦田

・漉廃嫡鞠埴幡
A氏

TもLOおを臼・両刃

糊醐離翻刺肇義㌔繭


